
おもに絵画表現を中心に活動する坂口佳奈（さかぐち かな）

と、パフォーマンスや映像などを手掛ける二木詩織（ふたつぎ 

しおり）は、2019年のギャラリー・パルク主催の公募展に応募

するにあたり「人が２人いたら何が作れるんだろう？」への興味

から共同制作・発表を開始。個展「キャンプができたらいいな。」

（2019, Gallery PARC / 京都）以降、「物語のものがたり」

（2020, あまらぶアートラボ A-Lab / 兵庫）、ワークショップ

「目でさわる、ことばで歩く」（2023, 三島硫黄島学園 / 硫黄

島, 鹿児島）などの機会に各地を旅しながら、互いの視点やコ

ミュニケーションのズレ、あるいは一致のおもしろさを、リアル

とフィクションの曖昧なインスタレーション形式として発表して

います。

本展は2023年の鹿児島への旅をはじめとした「これまでの

旅」から、今回の京都への「旅」を通して得た思考や気づきを

きっかけとしたインスタレーション作品を発表します。

また、会期中には、ギャラリー周辺を散策しながら見つけた風

景と言葉を元に、そこに違った視点・ちがった関係を見つける

ワークショップ「うらおもて絵画を作ろう」を開催いたします。

ワークショップ「うらおもて絵画を作ろう」
2023年6月24日［土］　13時～16時　

「うらおもて絵画」は、おもて・うらの両方があって完成する絵画

です。ワークショップでは、堀川新文化ビルヂング周辺をみんな

で散策して、気になる光景やものごとをメモ。そのあとに片面に

文章、もう片面に絵を描いた「うらおもて絵画」を作ります。

＊完成した絵画はお持ち帰りいただけます。

定員：10名程度

参加費：1500円

対象：小学生以上（小学3年生以下は要保護者同伴）　
要事前申込　※詳細情報や申込はギャラリーパルクWEBサイトにて

そこら中のビュー

The Journey Through Everyday View 

家にいると体がむずむずして原付で川に行く。

野球少年たちが練習をしているすぐそばを通って桜
を見たりするのは恥ずかしい。���メートルくらい歩
いて、使われていないグラウンドのベースを踏んで
からすぐ家に帰る。

ベースってどんな感触なのか気になっていた。

家に帰るともう体はむずむずしていない。

ベースを踏みたくて体がむずむずしていたわけでは
ないことは確かだけど、なぜ家にいるとむずむずし
たのか分からない。

家の周りを歩くだけでは足りなくて、わざわざ原付
で��分くらいかけて川に行かなきゃいけなかった。

体のむずむずには脳が耐えられない。

ちょうどいい高さの木があって、幹の穴へ蟻がいった
りきたりしていて、何か運んでいるのかと近づいてみ
ると、とくに何か運んでる様子はなくて、ただ行った
り来たりしています。いつも家を出る時は、「早くここ
に戻ってきたい」と思います。

ちょっと大きいコーナンに買い物に行って、他にも
色々買って車に積んで帰ったんです。色々買ったから
手分けして買ったものを運んで、片方が木の板と梅
干しを干すための網を抱えて歩いてて、堀川町は下
町でちょっと古い家も多いから、周りの景色と相まっ
て、江戸時代の人みたいになってたんです。もう片方
はテイクアウトのマクドナルドが山盛り入った袋を持
ってたので現代の人でした。

季節のパフェですと言われてパフェの説明を受けま
した。下にグラノーラとかヨーグルトとかが挟まって

（重なって）いて、オレンジの説明になったとき、なん
のオレンジが聞こえなくて。でもなにかのオレンジを
使っていることはわかったので、あまり気にせずうん
うん頷いてシェフの話の続きを聞きました。

後で「なんのオレンジだったか聞こえた？」と言われ
「聞こえませんでした」と言いました。

カニのチーズを食べた記憶が一切なくて、食べてな
いと思うんですが、もしかしたら忘れてるだけでほん
とは食べたのかもしれません。

髪を切った。いつもの美容師さんと�時間半喋り倒
す。雨が降っていたから、スマフォのライトをつけて
暗闇を走って駐車場へ向かう。

車の中で聞く雨の音は夏の花火の音に似てる。無心
で雨の音がいくつあるか数えてみる。
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雨が強くなって、テンポが早くなる。車で霧に突っ込
むと、霧が「わあ～」って言ってるみたい。

「わあ～」はなんとなく怖いイメージで、おばけみたい
に低い音だと思っていたのですがこびとが何人も「わ
あ～」って高い音で言ってるイメージだったそうです。

電話で「この前散歩してた時気になったものがあっ
て」って話になって写真をラインで送ってもらった

ら、パッと表示された瞬間「赤い服」がぐちゃぐちゃ
の内臓に見えて気持ちわる！ってなりましたと言われ
てみて初めて「確かに気持ち悪いかもしれない」と思
いました。

搬入中煮詰まって外に散歩に出ました。戻ってから
木の周りにひもが配置されているのを発見して手を
加えました。

京都に行く前の日、家を出てすぐ右を見たらこの青
いホースが落ちてたんですよね。

落ちてたホースだったんだ。

花粉症のとき、喉が痒くてベロで喉をかいた話を思
い出しました。搬入時宿泊したホテルの歯ブラシと
歯磨き粉があって、この歯ブラシは竹でできていて
環境に優しいけど磨きづらかった。ざらついててオエ
ッとなる感じで、坂口さんは早々に自分で持参した
歯ブラシに切り替えていました。私は持参してなかっ
たのでそのまま使っていたのですが、早く家にある
極薄ヘッド歯ブラシで上の親知らずを磨きたいと思
っていました。

搬入�週目の土曜日の夜、二木さんが手も足も出な
いみたいになって、ちょうどその石のあたりに横たわ
って。ギャラリーのスタッフと私と二木さんで話すん
ですけど、その間もずっと床と一体化してました。ほ
んとに隙間なくくっついてたんで、剥がしずらいだろ
うな～と思ってました。でも途中からいつの間にか剥
がれてました。

次の日また横たわったら、坂口さんが「動かしてい
い？」って言って物みたいに私の足を持って動かして
ました。

京都に来たのが二週間ほど前の�月��日。それから
今日までのもの。

髪の毛をサラサラにしようと思い、電気屋までいっ
て良いドライヤーを買った。

サラサラでつるつるの髪。

何度も行った堀川もサラサラ流れていた。段々があ
って流れ落ちる時、水がふっくらしてみえた。

前にモヤモヤの白い霧の話があったんですけど、モ
ヤモヤの話を二木さんとしてたら、どんな感じって聞
かれたんで、モヤモヤの様子を野球ボールと足を使
ってモヤモヤの状況をやってみました。足の裏を使っ
てボールをコロコロ転がすんですけど、ボールは足を
離れることなくずっと足に触れてるんですよね。で、
触れながらコロコロ転がる。じゃあモヤモヤが晴れ
た時はどうなるんですか？って今度は聞かれて、モヤ
モヤが晴れた時は両足で地面に立ってます。

むずむずってどんな感覚か話しながら土をこねまし
た。私のむずむずがある程度の大きさになったので
坂口さんにホイっと渡したら嫌がってました。坂口さ
んのむずむずも渡してもらったら、生ぬるかったで
す。

私は片手で二木さんは両手を使ってました。二木さ
んのむずむずはどんどん大きくなり続けるそうで、私
のむずむずはむずむずしてるうちに小さくなって、多
分最後には消えちゃうんじゃないかなと思います。

そういえばこの土は、�月に薩摩硫黄島に行った時に
採取した土です。みんなで巨大なゴミ捨て場にいっ
て、スコップで土を掘りまくりました。

スコップがこども用のスコップしかなくて、でも私た
ち掘る道具を持ってなかったので貸してもらえて助
かりました。

この前、春菊のナムルを作ったら信じられないくら
い美味しくできて、そんな感じで期待せずに作るご
はんのハッとする美味しさなんだろうな。

春菊のナムルを作ろうと、材料を買ってホテルの冷
蔵庫に入れておいたのに結局料理しませんでした。
材料はギャラリーのスタッフが引き取ってくれたので
すが、あの春菊は結局なんの料理になったのかな。

豚しゃぶとお浸しに分けて使ったそうです。

大谷翔平は睡眠をたくさんとる。

「質のいい睡眠でリカバリーをどれだけとれるか」と
インタビューで言っているのを見た。

睡眠すると回復する。

それはなんだか時間が戻っているようなイメージだ。

寝ていると元に戻る。完全には戻せないけど、どこ
まで戻せるか。

少しずつ体が減っている。でもそれをどれくらい少
しずつにできるか。

「これ（ネルノダ）飲んだらよく眠れた」と坂口さんが
言ってたので私も買って飲みました。変な味だった。
坂口さんは商品名うろ覚えで「ヨクネムレール」「ネ
ムクナール」「ネルンダー」などニュアンスで伝えてき
ます。あと坂口さんはよくウィルキンソンの炭酸を飲
んでいて、それよく飲んでますねと話すと「味ないけ
ど美味しいよー」と言ってました。

新幹線で駅弁を食べる直前だったんですけど、すぐ
に「味ないけど美味しい」ってうちらの展示みたいじ
ゃないって言って二木さんの方を見たら笑ってまし
た。

「あと少しずれてたら大の字が見えたのに」と言われ
てずれてみたら、東山の大の字が見えました。

つつじが尋常じゃないくらい咲いてる。葉っぱに対し
て花が多過ぎて、つつじの上に手を置き揺らすと全
体が揺れる。

ぷるりんとした揺れで、この前友達はそれを見て「水
分が多いからぷるぷるして見えるのでは」と言って
たけど本当にそうだろうか。

大谷翔平を見にLAまで行きたかったので調べると
��万くらいしたので、グローブを買いました。

設営中も片手で一人キャッチボールをしている時が
あって、相当野球にハマってるなと思ってました。

硫黄島の開発センターで、ももちゃんとおやつをた
べた。

ももちゃんはつばき園で作ったカメラのおもちゃを
下げている。おやつは園で食べたから少しで良いと
言ってたけど「そのドーナツは小さかったから」と言
いもうひとつ食べていた。

チーズおかきの袋を開いてお皿を作ってドーナツを
乗せている。

「二人も作ったら？」と言われて作ってみる。

「木祖村で軽自動車くらいあるイノシシを見た。あれ
にぶつかったら車がべこべこになる」と言っていまし
た。

軽自動車くらいとは言ってないと思うんですけどね。

坂口 佳奈・二木 詩織

Sakaguchi Kana・Futatsugi Shiori

CV

坂口佳奈・二木詩織

2019～ 活動開始

おもな展覧会
2021 「m@p meet@post × Gallery PARC exhibition」

（NEUTRAL / 京都）

2020 「KISO PAINTINGS vol.4村のオハナシ」（なすや / 薮原,
長野）

 「Gallery PARC m@p」（Gallery PARC / 京都）

 「物語のものがたり」（あまらぶアートラボ / 兵庫）

2019 「木曽駒高原秋の味覚フェア」（木曽ペインティングスとして
参加　木曽駒高原 / 長野）

ワークショップ

2023 「目でさわる、ことばで歩く」（三島硫黄島学園 / 硫黄島, 鹿
児島）

2021 「バラバラレターものがたり」（木祖村立木祖小学校 / 薮原,
長野） 

2020 「透明キャンバスに絵を描こう」（笑ん館 / 薮原,長野）

坂口佳奈・二木詩織それぞれのCVや活動などはこちらで
ご確認ください。
〈ギャラリー・パルク WEBサイト アーティストページ〉
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「これ（ネルノダ）飲んだらよく眠れた」と坂口さんが
言ってたので私も買って飲みました。変な味だった。
坂口さんは商品名うろ覚えで「ヨクネムレール」「ネ
ムクナール」「ネルンダー」などニュアンスで伝えてき
ます。あと坂口さんはよくウィルキンソンの炭酸を飲
んでいて、それよく飲んでますねと話すと「味ないけ
ど美味しいよー」と言ってました。

新幹線で駅弁を食べる直前だったんですけど、すぐ
に「味ないけど美味しい」ってうちらの展示みたいじ
ゃないって言って二木さんの方を見たら笑ってまし
た。

「あと少しずれてたら大の字が見えたのに」と言われ
てずれてみたら、東山の大の字が見えました。

つつじが尋常じゃないくらい咲いてる。葉っぱに対し
て花が多過ぎて、つつじの上に手を置き揺らすと全
体が揺れる。

ぷるりんとした揺れで、この前友達はそれを見て「水
分が多いからぷるぷるして見えるのでは」と言って
たけど本当にそうだろうか。

大谷翔平を見にLAまで行きたかったので調べると
��万くらいしたので、グローブを買いました。

設営中も片手で一人キャッチボールをしている時が
あって、相当野球にハマってるなと思ってました。

硫黄島の開発センターで、ももちゃんとおやつをた
べた。

ももちゃんはつばき園で作ったカメラのおもちゃを
下げている。おやつは園で食べたから少しで良いと
言ってたけど「そのドーナツは小さかったから」と言
いもうひとつ食べていた。

チーズおかきの袋を開いてお皿を作ってドーナツを
乗せている。

「二人も作ったら？」と言われて作ってみる。

「木祖村で軽自動車くらいあるイノシシを見た。あれ
にぶつかったら車がべこべこになる」と言っていまし
た。

軽自動車くらいとは言ってないと思うんですけどね。

坂口 佳奈・二木 詩織

Sakaguchi Kana・Futatsugi Shiori


